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薄暮時間帯の交通事故に一層注意を！！

夕方は交通事故が多発。特に１０月から１２月で。

夕方の１７時台から１９時台の夕暮れ時のことを薄暮時間帯ということがあります。薄暮時

間帯は、例年、交通死亡事故が多く発生しています。この時間帯は、周囲の視界が徐々に悪く

なり、自動車や自転車、歩行者などの発見がお互いに遅れたり、距離や速度が分かりにくく

なったりするからです。なかでも、死亡事故が最も多く発生するのが１０月から１２月にかけ

てとなっています。この薄暮時間帯の死亡事故を防ぐために、ドライバーはもちろんのこと歩

行者も注意が必要です。

歩行者が夕暮れ時の交通事故に巻き込まれないためには、歩行者自身がドライバーから見え
やすくする工夫が大切です。夕暮れ時や夜間は、歩行者から自動車は見えても、反対にドライ
バーからは歩行者が見えにくいことがあります。また、黒など暗い色の服装は、ドライバーか
ら見えにくいので、事故を防ぐためにはドライバーから見えやすいように、歩行者は明るい色
の服を着るなど工夫をすることが重要です。

一方、車を運転するドライバーは、車のライト（前照灯）を早めに点灯し、昼間より速度を
抑えるようにしましょう。夕暮れ時は人の目が暗さの変化に慣れず、ドライバーは歩行者や自
転車などの発見が遅れ、事故が発生しやすくなります。早めにライト（前照灯）を点灯するこ
とで、視界を確保するとともに、自分の車の存在を他の歩行者や自転車などに知らせましょう。
また、夕暮れ時や夜間は、速度に対する感覚が鈍ったり、帰路を急いだりしてスピードを出し
がちです。速度を抑えて慎重な運転を心がけましょう。

１０月から１２月は紅葉が見ごろの地域が多い時期です。行楽シーズンを楽しむためにも交
通事故には十分に気を付けるようにしましょう。

日没30分前を目安に､意識してヘッドライト
を点灯しましょう。ハイビームを積極的に活
用する 基本はハイビームで走行します｡遠く
まで見通せることで危険をいち早く発見でき
ます｡ 見える距離はハイビームでは約100ｍ、
ロービームでは約40ｍです。
 なお対向車先行車がある場合は、ロービー
ムにして､こまめな切り替えを行いましょう。
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こんなに違うんです！

「ハイビーム」

「ロービーム」
「上空からの見た場合」


